
「石臼と杵」

随分、寒くなってきました。花壇に咲くパンジーを見ると「ほっ」とした気持ちになり、肩に力が

入っていたことに気がつきます。受験生に聞くのも変ですが、冬休みはどうでしたか？私にとって年

末年始休暇は、家族とじっくり向き合う大切な時間になりました。

１２月３０日は餅つきをしました。私は餅つきが面倒で好きではありません。昨年まで使っていた

餅つき機が壊れてしまったので 「ひょっとしたら今年はしなくても済むかもしれない」と少し期待し、

ながら 「今年はどうしようか」と話していたら、家族の中で「臼と杵で餅をつこうか」ということに、

なっていました 「それって、もっと面倒じゃん」と思いながらホームワイドに行き、餅つき機を横目。

に見ながら石臼と杵を購入し、店員さんに車に積んでもらい家に帰りました。いざ車から石臼を下ろ

そうとした時、その重さに驚きました。たぶん４０ｋｇ以上はあったと思います。その後、石臼にお

湯を入れ１時間ほどかけて温め、餅をつく準備をしました。

餅米を３０分ほど蒸して、石臼に入れて「ペッタン、ペッタン」と子ども達と一緒につきました。

私はもちろん、家族の全員がほとんど初めてのど素人集団で、ぎこちない餅つきは合計４回続きまし

た。できあがった餅は「つきたてが一番おいしいから」と言いながら、１回目の餅はあんこ餅にした

り、安倍川餅にしたりしてみんなで食べ尽くしました。合計４回の餅つきは、去年までの餅つきに比

べ、時間も労力も随分かかってしまいました。しかし、不思議なことに「餅をついて良かった。来年

も頑張るぞう！」という気持ちになれました 「石臼と杵」に感謝です。。

いよいよセンター試験ですね。便利な世の中に慣れてしまっている私たちは 「小さな出来事に大き、

な喜びを感じる」ことが出来なくなっています。試験当日、朝起きて食卓につくと、自然と出される

朝食に喜びを感じ、出してくれた保護者に「ありがとう」と言って（心の中で思い 、家を出て行こう。）

こうして受験できることに感謝し 「大きな努力で小さな成果」を求める気持ちで試験に臨めば、力を、

十分発揮できるはず 「努力の先に喜びが待っている 」頑張れ！受験生。。 。
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週行事予定表（１／１４～１／２７）

H.23. １.13第３学年 学年通信 第３４号

登校8:20金2 7
登校8:20進路内定者セミナー木2 6
登校8:20進路内定者セミナー水2 5
登校8:20進路内定者セミナー火2 4
登校8:20月2 3

日2 2
土2 1

： 登校8 20進路判定会金2 0
： 登校8 20木1 9
： 登校8 20校内百人一首大会水1 8
： 登校8 20特編授業（～ ／ ）2 23火1 7
： 登校8 20センター試験自己採点月1 6

（ ）6 30： 登校大学入試センター試験日1 5
（ ）6 30： 登校大学入試センター試験土1 4１
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